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研究成果の概要（和文）： 少年サッカークラブの運営や指導に携わりながら生活する人びとに焦点をあて、ク
ラブ運営実践の論理について検討した。激しい競争を伴うサッカー界のピラミッド構造の中で存続していくため
には、他のクラブとの差異化が求められる。しかし、少年サッカークラブの運営では「拡大」の論理ではなく、
クラブ内外の活動を通した複数の「共同的な関係性」を確保することが重要であり、地域的な相互作用を生み出
すことで安定的・持続的な経営が可能になることが分かった。個別具体的な活動を通して構築される多層的で緩
やかな「共同的な関係」によるクラブ運営の定常化は、新たな「クラブ文化」の想像をもたらす可能性がある。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine the logic of the management practice
 of junior soccer coaches. In order to survive in the fiercely competitive soccer pyramid, it is 
necessary to differentiate from other clubs. However, this study found that for sustainable 
management, it is not the logic of "expansion" but the importance of multiple "joint relationships" 
through activities inside and outside the club. The stabilization of club management through 
multi-layered and loose "joint relationships" built through individual and concrete activities may 
bring about the creation of a new "club culture".

研究分野： スポーツ社会学

キーワード： 少年サッカークラブ　新自由主義　生活論　定常化　サッカー指導者

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の意義は、サッカー指導者たちが、「共同性によるクラブの定常化」を図ることで、新自由主義的な大
きな流れに回収されない世界を創り上げていることを明らかにした点にある。彼らは、スポーツ特有の「競争」
という生活条件のなかに自らを没入させることでサッカーとともに生きる世界を実感し、現場で得た知識と経験
をもとに多様な活動を主体的に維持させていた。新自由主義的社会における「抵抗」のあり方のひとつを示した
という学術的意義と同時に、複数の事例分析を提示することで、現場の指導者たちが参照可能な知見を提供でき
たことに社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
サッカーピラミッドの底辺で活動する少年サッカークラブの指導者たちは、経済的生活の不

安定さと将来展望の不透明さを自覚しながらも、会費という限られた収入源と活動場所確保の
困難さなどの不安定な条件のなかで、どうにか「サッカーのある生活」を維持している。 
また、サッカー界の制度化の進展は著しい。選手登録の厳密化、指導者・審判資格の必須化と

ランク化、競技実績の高いチーム・クラブへの優遇、ユニフォームなどへの規制、リーグ戦の序
列化など、少年サッカークラブの指導者たちはさまざまな構造的圧力のなかで競争原理に準拠
した正統性をめぐる戦いに挑んでいる。 
松村和則(2020)は、「現代社会におけるスポーツの世界の拡張と強大化は、その中に生きる人

びとの愉悦を増大させ、問題を問題として見えなくさせている」と「スポーツ界」の問題点を指
摘する。またフレデリック・ロルドン(2012)は、「情念の作用は感情を生産する構造を生産する」
と述べる。これに倣えば、サッカーのある生活を全うしようとする少年サッカークラブの指導者
の情念は、自らの生活のすべてをサッカーにささげる感情を生産する構造を生産するといえる。
新自由主義的様相を示すサッカー界において、果たして少年サッカークラブの指導者たちは“資
本主義の奴隷”となっているのであろうか。これが本研究の問題関心であった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、少年サッカークラブの運営実践の現実からその論理を紐解き、少年サッカー

クラブの指導者として生きることの可能性と限界に関する知見を得ることである。 
 
３．研究の方法 
生活とスポーツに関する研究では、スポーツによる生活拡充やスポーツ実践に必要な生活条

件について、一定の理念や理論に基づき分析することが多かった。しかし、そのように「外側」
から分析するだけでは、現実の生活のなかにあるスポーツを理解することは難しい。そこで本研
究では、できる限り実践者(指導者)の立場から、彼らの生活とサッカーの関係について検討する
こととした。具体的には、生活論的アプローチによって事例検討を行なった。生活論について、
鳥越皓之(2020)は、「日本固有の社会学的分析法であり、人びとの気持ちから入り、暮らしの論
理を考えるという特徴がある。それを現在の科学論でいえば、客観主義ではなく、調査対象者と
調査する自身の共同主観を大切にするという考え方になろう」と述べている。また、生活論をス
ポーツ研究に持ち込んだ松村(2020)は、「現代の『競技スポーツ』を推奨する姿勢から離れて、
生活を見据えることで『人びと』の側から考え直す」ことの重要性を説く。松村の「もう一歩、
社会学研究が『現場』に近づけないか。もっと『人びと』に信頼を寄せて『実践』することがで
きないか」という主張に倣い、少年サッカークラブに携わる人びとに「近い」ところからその実
践の論理を読み解いた。 
具体的な調査として、国内外 9 つの少年サッカークラブを対象に参与観察及び聞き取り調査

を中心としたフィールドワークを行った。対象とした少年サッカークラブは以下の通りである。 
「ソレッソ熊本サッカークラブ」(熊本県) 
「若葉サッカークラブ」(東京都) 
「ブレイズ熊本サッカークラブ」(熊本県) 
「アスフィーダ熊本サッカークラブ」(熊本県) 
「バッサーレ阿蘇」(熊本県) 
「DURO 調布 SC」(東京都) 
「SAKURA UNITED FC」(大阪府) 
「シンガポール GFA」(シンガポール) 
「上高野少年サッカークラブ」(埼玉県) 
 
４．研究成果 
(1)少年サッカークラブの運営実践の論理 
①ソレッソ熊本 
ソレッソ熊本はまさしく「競争社会」の中にその存在価値を求めるクラブであった。代表の H

氏はクラブの魅力を独自の「サッカースタイル」ではなく、競争主義という「活動スタイル」に
見出そうとしていた。また、隣県の鹿子島や宮崎にフランチャイズクラブを立ち上げ、「サッカ
ーで飯を食う」指導者たちの支援を行っていた。熊本で培ったノウハウと人脈を活かしながら、
若い指導者たちがサッカー指導に携わり生活できる仕組みを模索している。指導者を目指す若
者たちへ、会員数目標や経費削減など机上の「経営計画」のノウハウを伝授することはなく、実
践の現場で情報を仕入れ対応する「現場主義」に基づき、家族や地域との関係など現実的な条件
を組み込んだアドバイスを送っていた。選手育成に関しては、子どもたちに「夢」を追わせるの
ではなく、結果や勝利は素質や運に左右されることを冷静に受け止め、「競争」の楽しさを経験
させようとしていた。「やってみながら考える」ことを前提とし、さまざまな条件の変化に柔軟



に対応しクラブを運営してきたのである。 
 
②若葉サッカークラブ 
典型的な地域の少年スポーツクラブである若葉サッカークラブは、地域のボランティアコー

チと保護者、さらにお父さんコーチが協力してクラブの運営を行っていた。概ね小学校区をエリ
アとするため、集合団地の建設や高齢化などそのときの社会状況に応じてクラブ員数やスタッ
フが増減する。そのようななか、A 氏、W 氏のようなクラブの歴史となる人物の存在がクラブ運
営にとって重要な意味を持っていた。若葉地区は世田谷区に隣接する地域でありながら、今も農
業を営む世帯がある混住化地域である。大型マンションの建設などもあり流動化の激しい地域
でもある。W 氏は転勤で東京に住むことになり、大好きな若葉地区に一軒家を立て若葉 SC の指
導を続けてきた。そして、サッカーの指導だけでなく、スポーツ推進委員など地域の役員を歴任
してきた。A 氏は、大学時代から若葉地区に住み続け、アルバイトや若葉 SC の関係者に職を斡
旋してもらいながら一人暮らしを続けてきた。A 氏は、「若葉」が好きな人と一緒に子どもたち
に指導したいと話していた。現在は、両氏の教え子の子どもたちも数多く在籍し、親子で役員を
経験するなど、継時的な「縦」のつながりを確認することができた。一方で、若葉 SC が地域で
活動していくためには、他の地域団体や組織との協力や連携(ときには軋轢)を避けることがで
きないことも分かった。そのような日常的なやり取りを通して地域的・空間的な「横」のつなが
りが構築されている。この地域社会の「縦」と「横」の関係性の中で若葉 SC は運営されている
のであり、そのつながりの結び目になっているのが W氏と A氏であったのである。若葉 SCは地
域の関係性の網の目のなかで安定した社会関係を築き上げることで 50 年もの間活動を続けるこ
とができたといえる。 
 
③ブレイズ熊本サッカークラブ・アスフィーダ熊本サッカークラブ・バッサーレ阿蘇 
少年サッカークラブの運営は儲からない。大手資本の参入もなく、職業指導者として定着する

ことが難しい。そのため流動性が高く、比較的若い指導者が多い。会費収入を基本的収入源とす
るため、会員数が指導者たちの経済的生活を支える目安となる。しかし、スポーツ指導という特
性上、指導者一人当たりの子どもの数が増えると質の低下や会員の満足度の低下を招きかねな
い。また多くのサッカー指導者は、自身のサッカー観や指導理念によって差別化を図ろうとする
ため、「薄利多売」「大量生産」的なクラブ運営はなじまない。3つのクラブでは、そのような状
況を乗り越えるため、目の前にある課題を一つずつクリアし、場当たり的ではあるが使える「資
源」を活用することでクラブ運営を可能にしてきた。もちろんそれは、指導者たちの経済的生活
が豊かになるというレベルではなく、サッカー指導者として「そこそこ」食べていけるというこ
とである。老舗の少年サッカークラブであるブレイズ熊本は、親会社の倒産で経営困難に直面し
たが、定着したネームバリューや OB コーチの活用、有名クラブへの指導者派遣などで乗り越え
てきた。その際、代表の N氏は選手および指導者としての活動で築き上げてきた地元の「サッカ
ー人脈」の中に「資源」を見出してきた。このことはアスフィーダの M氏も同様であった。当初
は元プロサッカー選手という肩書を利用しながらも、その限界の中で高校時代の恩師を中心と
した「サッカー人脈」を活用し、活動エリアの拡大を図っていた。このような「サッカー人脈」
に連なる人びとは、サッカー(の指導)か生活かという二者択一ではなく、サッカー(の指導)をし
ながらいかに生活するかを考える。そのため、長期的・経営的視点になったクラブ運営ではなく、
身近にある資源を短期的・ブリコラージュ的に利用するという方法を取る(取らざるを得ない)
のであった。しかし、彼らは決して悲観的ではなかった。むしろ、そのような創意工夫が求めら
れる「サッカーのある生活」を楽しんでいるように見受けられた。 
一方、サッカー指導だけで「飯を食う」ことを断念し、他の仕事(森林組合)をしながらサッカ

ー指導を副業とすることで指導者としての生活を維持してきたのがバッサーレ阿蘇の K 氏であ
った。N氏や M氏のように活用できる「サッカー人脈」が存在しない代わり、生まれ育った「地
域の人脈」を利用することで、クラブ運営が可能な職場を次から次へと渡り歩いてきたのである。
「小国の田舎」という「地域性」に大きく制限されながらも、限定された範域であるからこそ K
氏の活動は地域の人たちに認知され、それを支援する人たちが現れてきたのである。 
 
④DURO 調布 SC 
DURO 調布の O氏は、「飯を食う」ために地元に自らのクラブを立ち上げた。O氏は、有名クラ

ブの“雇われコーチ”から「地元で自分のクラブを作る」という立場を選んだのである。その活
動はまだスタートしたばかりであるが、DURO 調布のまわりにはさまざまな「応援団」が現れて
いる。O氏は、子どもたちにサッカーの場面だけでなく、日常的な行動においても、どのような
プレーや行動がその場に適しているのかを子どもたちに問いかける。自分がやりたいプレーや
行動は、周囲の状況に適したものでなければ意味がないというのである。このような相対的に自
立していることを自覚するという感覚は、O氏のクラブ経営にも反映されている。一見カネには
ならないフットサル教室やレディースフットサル、W地区の学校開放委員会など地域での実践は、
経済的原理に飲み込まれることなく、クラブ経営の安定化に寄与する可能性を持つと考えられ
る。孤立したクラブ経営は、経済的原理にさらされ、そこで働くコーチの生活にも不安定さと先
行きの不透明さをもたらすことを、“雇われコーチ”時代の「モノ扱い」された経験から学んだ
のである。そして、そのような実践には、自分が生まれ育った調布市、W地区という「地元」が



必要だったのである。 
 
⑤ SAKURA UNITED FC(SFC) 
SFC の S氏は、サッカー一家に生まれ、プロサッカー選手として活躍後、女子サッカー界のエ

リート選手であった Iさんと結婚し少年サッカークラブの代表となった。調査時、父親が創設し
た地域クラブを商業的なクラブへとリニューアルスタートさせたばかりであった。高校サッカ
ーそして少年サッカーの指導者として活躍した父親、プロサッカー選手から少年サッカーの指
導者になった S氏、日本のトップレベルでプレーし夫とともに少年サッカーの指導者になった I
さん、それぞれの「サッカーのある生活」はまさしく「家族」に支えられてきた。父親のクラブ
から SFC へと移行する際には、親子で意見の衝突もあったが、今では、親戚も含めた S家の「家
族経営」によって安定したクラブ経営が可能となっている。「家族経営」の強みは、日常のコミ
ュニケーション、労働調達、継承、家計、地域とのつながりの 5 つの柔軟性にあるといわれる。
その柔軟性を支えるのは共同体の原型としての「家族」である。S家ではクラブ経営や指導法に
ついて日常的に会話が繰り広げられ、人手が足りないところをお互いに助け合うことで、35 年
続いた父親のクラブの活動を SFC へと継承することが可能になった。そのような家族の共同性
を基盤にして SFC の運営は成り立っているのである。 
 
⑥シンガポール GFA・上高野少年サッカークラブ 
GFA はシンガポールの日本人コミュニティに支えられてきた。それは、少年サッカークラブと

してのサッカー指導サービスの提供という経済的関係だけでなく、日常的な関係性を形成する
ことにより、日本人コミュニティに「存在」すること自体に意味を持つようになったからである。
GFA に関わる会員家族、スポンサー、サッカー関係者は当然のようにその活動を持続させようと
するのであった。特に、会員の大半である駐在員家族にとっては「期間限定」の所属であり、将
来的に日本に帰ることが前提となっているためにより熱心に関わろうとする。GFA の活動を通し
て実感する「日本的なもの」という共有された価値観を確認する場として、そして子どもたちに
それを伝える場として「存在」しているのである。そのような関係のあり方は、GFA の代表を務
めた K 氏が帰国後に埼玉県で運営する上高野少年サッカークラブにも引き継がれていた。K 氏
は、グローバルなサッカーの力により人びとをつなぐのではなく、クラブ内外での日常的な活動
を通して「小さな共同体」的な空間を作り上げてきたのである。 
 
⑦少年サッカークラブを取り巻く共同性 
本研究で対象とした指導者は、サッカーで生計を立てる者、副業や他の職との兼業で指導にあ

たる者、ボランティアとして関わる者など、クラブ経営における立ち位置はさまざまであった。
当然、その立ち位置によりクラブ運営に関わる考え方や方針は異なっている。激しい競争を伴う
サッカー界のピラミッド構造の中で存続していくためには、他のクラブとの差異化が求められ
る。それはクラブの「拡大」や経営的な利潤獲得という側面からみた場合には重要な運営論理と
いえるであろう。しかし、そもそも「儲からない」少年サッカークラブの運営には大きな資本が
入ることもなく、経営的な利潤を期待することは難しい。つまり、少年サッカークラブの運営で
は「拡大」の論理ではなく、細々でも「持続」することが重要になる。いかにクラブを「持続」
させるかという視点でみると、立場の異なるクラブであってもそれらを貫く運営論理が見えて
くる。 
少年サッカークラブも基本的には独立した経営体である。会員を増やし、売り上げや戦績を向

上させることで経営の拡大を図ろうとする。しかし、本研究で明らかになったことは、それだけ
ではなくクラブ内外の活動を通して複数の「共同的な関係性」を確保することで持続的な経営が
可能になっているということである。それは、「サッカー人脈」「スポンサー・関連企業」「地域
社会・コミュニティ」「OBコーチ」「家族・お父さんコーチ」など複数の場面で紡がれる共同的な
関係のことである。もちろん、すべてのクラブが同じような「共同的な関係」を有しているわけ
ではない。クラブの置かれた社会的・地域的状況やクラブの種類(商業的クラブかスポーツ少年
団かなど)によって、それぞれの「共同的な関係」の有無・強弱は異なる。例えば、Jリーグのク
ラブであれば、「サッカー人脈」「スポンサー・関連企業」に加え、「地域社会・コミュニティ」
における「共同的な関係」を確保することで経営の安定が図られるであろう。それらは少年サッ
カークラブにも求められることであるが、それに加え「OBコーチ」「家族・お父さんコーチ」と
の「共同的な関係」を築くことによって世代継承が可能になると考えられる。 
このように、持続的な少年サッカークラブの運営には、個別具体的な活動を通して構築される

多層的で緩やかな「共同的な関係」を確保することが重要となる。それを、「共同性によるクラ
ブの定常化」と呼ぶこととしたい。広井良典(2001)は、これからの社会は「成長・拡大」から「成
熟・定常」の時代へと変化するとし、経済的発展を第一としない「定常型社会」を構想する。「定
常化」に移るときに “文化的創造”とも言うべき非常に大きな意識変化が起きると述べている。
少年サッカークラブや指導者のまわりにある日常的な社会関係で紡がれる共同性による定常化
は、新たな「クラブ文化」の想像をもたらす可能性がある。 
 
(2)抵抗としての「共同性」 
新自由主義的な駆動力に拍車がかかるサッカー界において、本研究で明らかにした「共同性に



よるクラブの定常化」はどのような意味を持つのであろうか。新自由主義の強力な力に対して、
デヴィッド・ハーヴェイ(2007)やクリスチャン・ラヴァル(2015)は、搾取される隷属者を開放す
るために理論的な相対化を図り、運動論的な「抵抗」を実践していくことが重要であるという。
しかし、日常の生活に追われている者たちが、集団的な力を結集し抵抗運動を繰り広げることが
現実的なのであろうか。加えて、少年サッカークラブの指導者たちの充実感やサッカーのある生
活への満足感をどのように理解すればよいのであろうか。本研究の事例分析を通していえるこ
とは、日常のサッカー指導やクラブ運営において「共同」する体験が、指導者たちへ充実感をも
たらし、一方では、新自由主義的競争社会における防波堤となる可能性を持つのではないかとい
うことである。そして、この「共同性」は、どちらかというと指導者たちの日々の暮らしのなか
にある局地的な営みにとどまるものであり、ロルドンが「集団化の原動力としての共通の経験や
共通の情動」というものとは異なるものである。このような「共同性」は、社会全体を変革する
ような大きな集団化ではなく、社会全体に承認されるようなスポーツの公共性を表すものでも
ない。部分的で個別的なレベルでの共同の体験である。新自由主義的様相を呈するサッカー界に
真っ向から抗するものではないが、サッカーのある生活を維持する「小さな共同体」を形成する
ことで、新自由主義的な大きな流れに回収されない世界を作り上げることを可能にしているの
ではなかろうか。 
 
(3)少年サッカークラブコーチの暮らしの可能性と限界 
本研究で対象とした指導者たちは、幼少期からサッカーに携わり、「サッカーのある生活」を

延長させてきた。その生活は経済的に決して豊かなものとはいえず、指導者たちは「サッカーで
飯を食う」ことの限界を自覚しているのであった。その様相は、まさしく「サッカーのある生活」
という生活条件のなかで、「生きる(生産)」と「充実して生きる」をどうにかして両立させよう
と模索しているものと理解される。これらの事例から分かることは、そのどちらかが土台になる、
あるいは、必要条件になるということではない。彼らにとっては、そのバランスに差異はあるも
のの、どちらも欠くことができないものなのである。それを支えているのが、「共同性によるク
ラブの定常化」なのである。なぜ、そのようなクラブのあり方が彼らの生活を支えることになる
のであろうか。 
サッカーを指導することで対価を得るという「経済」活動に焦点化した場合、少年サッカーク

ラブの指導者たちは、新自由主義の隷属者として捉えられるであろう。また、経済的な発展論か
ら捉えた場合、あるいは、スポーツの世界で喧伝される華々しい生活という点においては、少年
サッカークラブの指導者たちの生活には「限界」がある。しかし、彼らは、スポーツ特有の「競
争」という生活条件のなかに自らを没入させることでサッカーとともに生きる世界を実感し、現
場で得た知識と経験をもとに多様な活動を主体的に維持させているのである。この点において、
彼らは決して隷属者ではなく、主体的に「サッカーのある生活」を維持しているのであり、それ
を支えるのがその場その時に紡がれる「共同性」なのである。 
徳野貞雄(2011)は、グローバル化に対抗し自分たちの農業・農村の持続性を可能にし、“農”

的生活の魅力を楽しんでいる農業者自身の実践と方法に学べと主張した。それに倣うならば、競
争主義に晒されながらもコーチとして「サッカーのある生活」を維持する実践と方法を、本研究
の事例は示しているといえるであろう。 
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